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ノ
ー
ト
の
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た
ら
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ノ
ー
ト
組
織
の
目
的

研
究
対
象
と
時
期

組
織
の
構
成

学
習
活
動

評
価
技
術
と
学
習
進
度
の
比
較
研
究

結
果
と
解
釈

文
　
　
　
献

は
　
じ
　
め

　
十
年
余
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
来
た
、
大
学
生
の
ノ
ー
ト
組
織
の
内
容
と
、
そ

の
扱
い
方
と
、
そ
の
効
果
と
に
つ
い
て
、
解
説
し
よ
う
と
の
こ
こ
ろ
み
が
、
こ
の

報
告
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
前
に
、
学
習
と
か
、
指
導
と
か
、
ノ
ー
ト
の
働
き
と

か
に
つ
い
て
、
若
干
の
理
解
が
、
必
要
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
で
、
先
ず
、

学
習
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
す
る
。

ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

　
従
来
、
学
習
の
意
義
は
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
。
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク

は
「
刺
戟
と
反
応
」
の
結
合
だ
と
い
う
。
即
ち
、
我
々
は
刺
戟
を
受
け
る
と
そ
れ

に
反
応
す
る
。
そ
れ
が
、
た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
あ
る
刺
戟
に
対
し
て
は

必
ず
あ
る
反
応
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
事
実
を
、
彼
は
神
経
生
理
学
的
に
、

刺
戟
を
感
知
す
る
あ
る
種
の
神
経
細
胞
と
、
反
応
す
る
あ
る
種
の
神
経
細
胞
と
の

連
結
が
、
容
易
に
出
来
る
。
こ
の
二
種
の
細
胞
間
の
連
結
を
、
彼
は
結
合
（
d
巳
。
口

。
同
O
o
ヨ
げ
3
9
怠
。
口
）
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
結
合
な
る
も
の
は
、
刺
戟
か
ら
反

応
ま
で
の
神
経
興
奮
過
程
を
さ
し
、
思
考
過
程
と
も
い
え
る
。
勿
論
、
そ
の
思
考

が
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
時
も
長
時
間
の
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
反
応
は
変

わ
る
。
行
動
派
の
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ス
な
ど
は
、
「
学
習
と
は
行
動
の
変
化
、
変
容
で

　
②

あ
る
」
と
行
動
反
応
を
重
視
し
、
ゲ
シ
タ
ル
ト
学
派
の
コ
フ
カ
は
「
知
覚
過
程

と
そ
の
痕
跡
が
複
雑
な
構
造
の
中
で
、
体
制
化
さ
れ
る
知
覚
で
あ
る
」
と
具
体

的
反
応
の
一
歩
手
前
の
知
覚
状
態
を
指
し
て
い
る
し
、
場
面
心
理
を
重
視
す
る
ト

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

ル
ー
マ
ン
や
レ
ヴ
ィ
ン
な
ど
は
刺
戟
に
応
ず
る
「
認
知
の
型
、
O
o
σ
q
巳
鉱
8
℃
p
ヴ

酔
①
馨
」
の
形
成
及
び
変
容
が
、
学
習
だ
と
い
う
。
更
に
マ
ン
な
ど
は
、
学
習
、
成

熟
、
疲
勇
等
の
関
係
か
ら
、
学
習
と
は
「
一
定
の
活
動
、
訓
練
、
観
察
な
ど
に
よ

＝
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っ
て
、
行
動
が
、
永
続
的
増
加
的
に
変
容
す
る
こ
之
だ
」
と
行
動
派
に
近
い
定
義

を
発
表
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
学
習
と
い
う
現
象
は
、
習
学
者
が
、
絶
え
ず
直
面
す
る
刺
戟
、
事

態
に
効
果
的
に
反
応
し
よ
う
乏
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
彼
の
認
識
、
知
覚
構
造

が
、
再
構
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
の
行
動
に
変
化
変
容
を
招
く
こ
と
で
あ
る
と

い
え
る
。
こ
の
招
き
の
連
続
が
、
生
活
即
学
習
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
デ
ウ
ヰ
ー
は
「
経
験
は
教
育
で
あ
り
、
教
育
は
経
験
で
あ
る
。
経
験
の
連

続
が
、
学
習
で
あ
り
、
生
活
で
あ
る
」
と
し
て
、
経
験
教
育
等
の
基
礎
付
け
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
刺
戟
に
対
し
反
応
す
る
こ
と
に
、
学
習
者
が
、
意
識
し
努
力
す

る
こ
と
が
、
学
習
現
象
の
本
質
で
あ
る
。
既
成
の
知
識
や
技
能
を
学
習
者
に
注
入

し
た
り
、
伝
授
す
る
こ
と
を
も
っ
て
至
上
閉
し
て
来
た
従
来
の
教
育
観
で
は
、
学
習

の
本
質
は
理
解
出
来
な
い
と
共
に
、
人
聞
形
成
を
目
指
す
教
育
は
充
分
な
効
果
を

あ
げ
ら
れ
な
い
。
学
習
の
要
諦
は
学
習
者
の
自
発
性
に
基
い
た
反
応
の
基
礎
で
あ

る
知
覚
体
制
の
再
編
成
に
あ
る
。
少
く
と
も
、
反
応
す
る
前
に
、
彼
は
何
を
、
何
故

す
る
ん
だ
と
い
う
反
応
原
理
が
、
自
己
の
う
ち
に
確
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

学
習
指
導
と
は
何
か

　
前
項
で
明
か
に
な
っ
た
学
習
観
に
て
ら
せ
ば
、
学
習
の
指
導
と
い
う
こ
と
は
、

学
習
者
が
営
む
学
習
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
た
め
に
、
教
師
が
、
彼
の
反
応
に
到

る
迄
の
道
程
、
反
応
の
後
の
態
度
等
に
つ
い
て
、
彼
の
自
主
性
を
尊
び
乍
ら
、
彼

を
助
け
導
く
こ
と
で
あ
る
。
教
え
る
、
知
ら
せ
る
、
覚
え
き
せ
る
、
熟
練
さ
せ
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
学
習
過
程
を
形
成
す
る
一
要
素
即
ち
勅
戟
の
一
部
分
に
過

一
二

ぎ
な
い
。
学
習
現
象
は
学
習
者
の
内
面
作
用
で
あ
っ
て
、
教
師
が
、
学
習
者
に
多

外
部
か
ら
与
え
る
営
み
で
は
な
い
。
指
導
者
は
、
む
し
ろ
、
学
習
者
自
身
の
内
部

に
潜
在
す
る
可
能
性
を
発
掘
し
、
そ
れ
に
刺
戟
を
与
え
て
、
内
面
作
用
を
助
長
す

る
営
み
に
限
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
指
導
者
の
営
み
は
、
新
旧
の
教
育
観
を
充
分
に
把
握
せ
ね
ば
、
容
易
に
理

解
出
来
な
い
。
　
一
九
四
五
年
前
の
日
本
の
教
育
は
、
専
ら
、
知
識
技
能
を
教
え

る
、
伝
授
す
る
、
そ
し
て
忠
君
愛
国
の
よ
き
人
、
国
民
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
然
る
に
、
こ
の
後
の
教
育
理
念
は
、
学
習
者
は
人
格
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
何

ら
か
の
目
的
の
た
め
の
方
便
手
段
と
し
て
使
う
目
的
で
養
成
さ
る
べ
き
で
な
く
、

ど
こ
ま
で
も
、
各
自
の
天
分
を
最
大
限
に
成
長
発
達
さ
せ
る
こ
と
と
民
主
的
な
社

会
の
よ
き
形
成
者
た
ら
し
め
ん
と
す
る
と
こ
に
あ
る
。
こ
れ
を
、
学
習
者
の
立
場

か
ら
す
る
と
、
学
習
者
自
身
の
力
で
、
し
か
も
各
々
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
方
法

で
、
自
己
の
発
達
を
期
し
て
、
自
ら
の
足
で
進
む
に
あ
る
。
教
師
は
、
彼
等
の
成

長
発
達
を
助
け
導
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
何
物
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

デ
ウ
ヰ
ー
の
い
う
、
児
童
中
心
の
教
育
で
あ
る
。
児
童
の
自
発
活
動
を
助
け
、
勇

気
付
け
る
こ
と
が
、
教
師
の
仕
事
で
あ
る
．
こ
の
点
に
つ
い
て
、
マ
ー
セ
ル
は
、

賢
明
な
助
力
と
動
機
付
け
に
は
、
効
果
的
な
学
習
指
導
組
織
を
つ
く
る
こ
と
だ
と

　
　
　
　
　
紛

い
っ
て
い
る
。
彼
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
先
ず
第
一
は
、
学
習
者
に
関
心
の
あ

る
問
題
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
意
味
の
理
解
と
そ
の
問
題
の
明
確
化
に
よ
っ
て
、
そ

の
聞
題
解
決
の
方
向
を
感
知
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
は
、
問
題
解
決
の
端
緒
を
見
出

し
得
る
関
連
性
が
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
第
三
は
、
解
決
方
法
を
探
索
し
発

見
し
よ
う
と
、
彼
な
り
の
努
力
の
向
け
ら
れ
る
場
所
の
控
え
の
あ
る
こ
と
。
こ
れ

等
の
道
程
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
も
の
は
、
洞
察
、
理
解
等
の
知
的
反
応
が
、
旺
盛



に
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。
次
に
、

ノ
ー
ト
の
は
た
ら
き

　
学
習
者
を
中
心
に
し
た
教
育
観
に
基
く
教
育
を
す
す
め
て
い
る
現
在
、
学
習

過
程
に
お
い
て
、
教
科
書
は
、
そ
の
内
容
も
、
取
り
扱
い
方
も
、
大
は
ば
に
変
っ

た
。
余
り
変
ら
な
い
の
は
板
書
。
ノ
ー
ト
に
い
た
っ
て
は
殆
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
。
試
み
に
、
学
生
諸
君
の
ノ
ー
ト
を
診
る
と
、
自
分
の
註
記
を
加
え
て
、

あ
と
で
読
み
か
え
し
て
見
当
が
つ
く
種
類
の
も
の
は
稀
で
あ
る
。
大
部
分
は
極
め

て
不
完
全
な
速
記
め
い
た
も
の
か
、
或
は
教
師
が
黒
板
へ
書
い
た
断
片
を
こ
の
ま

ま
引
き
写
し
た
も
の
で
、
後
に
な
っ
て
こ
れ
を
読
ん
で
も
、
教
師
の
説
明
が
想
い

出
せ
な
い
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
。

　
一
体
、
大
学
と
い
う
場
で
、
申
学
高
校
と
て
も
同
じ
で
あ
る
が
、
ノ
ー
ト
は
ど
ん

な
働
き
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
見
た
い
。

先
づ
、
講
義
、
演
習
、
実
験
中
に
克
明
に
メ
モ
し
て
、
後
に
整
理
す
る
た
め
の
ノ

ー
ト
も
あ
る
。
講
義
中
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
色
々
の
ヒ
ン
ト
及
び
浮
ん
で
来
る
自

分
の
意
見
を
メ
モ
す
る
た
め
の
ノ
ー
ト
も
あ
る
。
講
義
内
容
を
分
罰
し
、
他
の
学

者
の
見
解
と
比
較
し
、
自
己
の
意
見
、
批
判
を
加
へ
、
新
し
い
結
論
を
出
し
た

り
、
更
に
攻
究
さ
る
べ
き
問
題
を
提
起
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
本
当
の
学
習
活
動

を
進
め
る
用
具
と
し
て
使
う
場
合
も
あ
る
。
そ
の
何
れ
に
せ
よ
、
学
生
諸
君
が
、

学
究
過
程
の
人
と
な
り
、
学
林
の
古
典
的
雰
囲
気
に
浸
っ
て
、
先
ず
、
そ
こ
に
充

満
し
て
い
る
価
値
、
真
理
に
接
す
る
。
次
に
、
そ
れ
を
あ
じ
わ
う
。
あ
じ
わ
う
こ

と
に
よ
り
、
　
一
種
の
人
間
性
独
特
の
衝
動
に
駆
ら
れ
、
探
究
生
活
に
進
入
し
よ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
大
学
の
学
生
の
本
質
が
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
営
み
は
講
義
、

ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

実
験
、
演
習
、
実
習
、
見
学
等
に
多
く
の
間
時
と
精
力
と
を
費
す
。
が
、
そ
れ
は
学

生
を
し
て
、
既
成
の
知
識
を
機
械
的
に
暗
記
さ
せ
て
物
知
り
を
つ
く
っ
た
り
、
技

能
を
反
復
練
習
さ
せ
て
職
人
的
熟
練
者
の
養
成
を
主
眼
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
そ
の
色
々
の
営
み
は
、
大
学
と
い
う
場
な
ら
で
は
容
易
に
得
ら
れ
な
い
、
は

っ
き
り
と
し
た
勅
戟
で
あ
り
、
純
粋
な
る
環
境
、
雰
囲
気
で
あ
り
、
一
段
と
高
次

の
教
養
社
会
で
あ
る
。
学
生
は
、
そ
こ
で
は
、
純
粋
に
自
由
で
あ
り
、
自
己
選
択

で
あ
り
、
自
己
責
任
で
あ
り
、
自
己
認
識
即
ち
自
己
を
発
見
す
る
四
年
間
で
あ

る
。
マ
ー
セ
ル
の
表
現
に
従
う
な
ら
ば
、
大
学
と
い
う
場
は
、
各
々
の
学
生
が
、

価
値
の
軽
重
、
順
序
、
相
互
関
連
等
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
に
そ
の
意
味
を
理
解

し
、
明
確
化
し
、
且
つ
そ
の
意
味
す
る
も
の
を
適
用
す
る
過
程
を
経
る
一
里
塚
で

あ
る
。
更
に
、
学
生
は
広
い
立
場
、
多
方
面
か
ら
の
心
行
く
ま
で
思
考
研
鐙
し
、

自
己
の
学
習
大
系
と
人
生
観
を
樹
立
す
る
学
習
を
経
験
し
、
自
己
の
表
現
で
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

の
経
験
を
記
録
す
る
道
場
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
全
面
的
に
肯
定
出
来
る
、

大
切
な
点
で
あ
る
。

　
講
義
内
容
を
明
確
に
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
生
の
学
習
過
程
の
入
門
で

あ
る
。
こ
の
勅
戟
に
対
し
て
、
過
去
の
自
分
の
全
体
が
何
等
か
の
形
で
反
応
す

る
。
反
射
反
応
も
あ
る
。
又
、
そ
の
勅
戟
の
意
味
す
る
も
の
を
明
確
に
味
う
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
を
等
閑
に
付
す
こ
と
の
出
来
な
い
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
意
味
す

る
も
の
に
引
力
の
如
き
も
の
の
作
用
で
、
自
分
が
味
わ
っ
た
そ
の
意
味
を
申
心
に

自
分
な
り
に
思
考
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
自
分
の
結
論
に
達
す
る
。
即
ち
思
考
反

応
を
す
る
。
こ
の
二
種
の
反
応
の
何
れ
も
、
学
習
の
無
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
の

で
、
学
生
諸
君
は
必
ず
自
己
の
言
葉
で
ノ
ー
ト
す
る
。
こ
こ
に
学
生
の
真
の
生
活

が
は
じ
ま
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
講
義
に
欠
席
し
た
学
生
が
、
他
の
忠
実
な
学
生
の

一
三
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ノ
ー
ト
を
借
り
る
、
又
は
買
う
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
学
習
を
意
味
す
る
も
の
で

な
く
、
寧
ろ
、
こ
れ
は
ノ
ン
セ
ン
ス
に
属
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ノ
ー
ト
す
る
と

い
う
営
み
は
、
考
え
る
こ
と
、
確
め
る
こ
と
、
探
究
す
る
こ
と
、
発
堀
す
る
こ

と
、
ま
と
め
る
こ
と
、
再
吟
味
す
る
こ
と
、
自
己
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
、
行

動
体
制
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
等
に
通
ず
る
学
習
の
本
質
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

同
時
に
、
そ
れ
は
、
学
習
の
収
獲
が
、
確
実
に
自
己
の
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
ノ
ー
ト
は
ノ
ー
ト
し
た
学
生
の
み
に
通
ず
る
も

の
で
、
他
人
に
は
通
じ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
研
究
ノ
ー
ト
作
成
の
原
理

で
あ
り
、
哲
学
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
学
生
の
ノ
ー
ト
は
、
学
習
に
画
竜
点
晴
を
期
す
る
意
味
か
ら
、

ど
ん
な
に
重
視
し
て
も
、
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
証
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
何
れ
の
専
攻
に

お
い
て
も
、
学
習
手
帳
は
、
形
式
こ
そ
か
わ
れ
、
学
習
原
理
と
体
系
か
ら
な
る
組

織
を
持
つ
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
習
が
無
駄
な
く
、
容
易
に

進
め
ら
れ
、
収
獲
は
大
き
く
、
且
つ
、
学
生
は
救
わ
れ
る
。

一、

m
ー
ト
組
織
の
目
的

　
大
学
で
は
、
今
日
も
過
去
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
講
義
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
今
日
の
教
育
観
に
反
す
る
、
即
ち

学
生
の
自
発
的
学
習
に
は
目
を
覆
い
、
教
壇
か
ら
伝
達
す
る
、
注
入
す
る
知
識
の

切
り
売
り
的
な
教
授
に
偏
り
や
す
い
と
い
わ
れ
る
。
又
、
ウ
ッ
カ
り
し
て
い
る

と
、
そ
の
よ
う
に
な
り
や
す
い
。
そ
れ
故
、
講
座
担
当
の
多
く
の
教
授
は
、
各
自

の
方
法
と
工
夫
に
よ
っ
て
、
そ
の
困
難
を
克
服
し
、
新
し
い
教
育
理
念
に
順
応
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

て
い
る
。
こ
こ
に
報
告
す
る
ノ
ー
ト
組
織
も
、
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
9

こ
の
組
織
の
目
的
を
学
生
の
各
種
の
能
力
増
大
を
目
標
と
し
て
、
次
の
如
く
設
定

し
た
Q

　
1
、
講
座
の
内
容
を
厳
密
に
、
又
正
確
に
把
握
す
る
能
力
、

　
2
、
研
究
態
度
、
分
折
能
力
、

　
3
、
纒
め
る
、
統
合
す
る
能
力
、

　
4
、
創
造
、
思
考
、
反
省
能
力
、

　
5
、
整
理
し
発
表
す
る
能
力
、

二
、

こ
の
ノ
ー
ト
組
織
を
適
用
し
た
講
座
、

対
象
と
そ
の
時
期

講
　
　
　
座

教
育
学
演
習

教
育
学
概
論

教
育
原
理

教
育
原
理

教
育
原
理

学
校
及
学
生

関
西
学
涜
大
学
院

一
生
及
四
年
制
二
、

三
年
度
生
1
．
一
．
．
．

一
関
西
学
院
二
年
制

大
学

椙
愛
女
子
四
年
制
．

　
大
二
年
度
生

一

相
愛
女
子
二
年
制

大
学
生

　
受
講
者
数

毎
年
貰
五
〇
名

乃
至
三
〇
〇
名

毎
年
六
〇
名

一
乃
至
七
五
名

毎
年
賢
聖
〇
名

毎
年
約
一
〇
〇
名

四
、
　
ノ
ー
ト
組
織
の
構
成

．
厩
一
匹
L

兄
五
万
毛
［

一
九
五
三
－

　
　
三
五
互

一九

ﾜ
「
七
h
I
一
｝

　
　
一
九
六
二

一
九
五
ご
i

　
　
「
九
六
二

　
初
講
時
に
、
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
「
研
究
ノ
ー
ト
作
成
要
諦
と
注
意
」
に
基
い
て

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。



　
A
、
作
成
要
諦

1
、
罫
の
あ
る
約
八
○
枚
（
一
六
〇
頁
以
上
）
の
大
学
ノ
ー
ト
一
冊
と
メ
モ
帳
と

　
を
準
備
す
る
こ
と
。

2
、
受
講
時
に
は
必
ず
メ
モ
帳
を
携
帯
し
、
講
義
内
容
を
メ
モ
す
る
と
共
に
、
聴

　
講
中
に
種
々
な
る
感
想
、
追
想
、
反
省
、
関
連
、
思
想
、
そ
の
他
直
接
反
射
又

　
は
関
接
的
な
反
応
が
湧
い
て
来
る
。
そ
れ
を
克
明
に
簡
単
に
、
然
し
、
後
に
な

　
っ
て
筆
者
自
身
に
理
解
出
来
る
程
度
に
数
語
で
メ
モ
帳
に
記
入
し
て
置
く
。

3
、
講
義
の
あ
っ
た
当
日
、
叉
は
少
く
と
も
二
、
三
日
中
に
、
講
義
に
出
て
来
た

　
項
目
毎
に
、
指
示
さ
れ
た
文
献
に
つ
い
て
吟
味
し
、
そ
の
要
点
な
り
、
引
用
文

　
を
メ
モ
す
る
。

　．

o
一
　
－
－
一
－
－
　
　
．
■
一
i
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
－
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講義内容　　　　 t文献

私の反応

私の結論
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㈲
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
ど
こ
を
開
い
て
も
左
は

　
常
に
し
の
頁
で
、
右
は
R
の
頁
で
あ
っ
て
、

　
し
か
も
図
の
よ
う
に
左
頁
は
上
段
⊥
・
、
右
頁

　
は
下
段
寺
に
太
線
を
引
い
て
、
講
義
内
容
、

　
私
の
反
応
、
文
献
及
び
私
の
結
論
の
区
域
を

　
明
か
に
し
て
お
く
。

㈲
、
ノ
1
ト
ブ
ッ
ク
の
表
紙
に
は
、
講
座
名
、

　
開
講
期
間
、
受
講
生
の
氏
名
、
学
部
学
科
、

　
ク
ラ
ス
名
言
を
記
入
す
る
。
蝋
紙
の
裏
打
上

　
段
に
評
価
基
準
票
と
符
号
表
を
貼
る
。
下
段

　
に
は
受
講
生
の
写
真
、
学
歴
、
家
族
員
状
況

　
そ
の
他
の
調
査
事
項
を
記
入
す
る
。

㈲
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
最
初
の
三
頁
は
目
次
、

　
第
四
頁
は
文
献
表
、
第
五
頁
が
玩
と
な
り
、

　
五
頁
迄
は
頁
を
つ
け
な
い
。

ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

4
、
改
め
て
、
講
義
内
容
と
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
に
つ
い
て
、
同
意
点
、

　
相
違
点
、
相
関
性
等
に
つ
い
て
比
較
吟
味
し
、
且
つ
、
自
分
の
過
去
に
照
し
て

　
思
索
探
究
し
て
見
る
。

5
、
以
上
の
メ
モ
を
整
理
し
て
用
意
さ
れ
た
ノ
ー
ト
に
、
指
示
さ
れ
た
上
の
組
織

　
に
従
い
清
書
す
る
。
然
し
、
こ
の
組
織
は
最
後
最
善
の
も
の
で
な
い
の
で
、
徐

　
々
に
自
分
に
適
し
た
組
織
に
改
善
す
る
こ
と
も
よ
い
。

6
、
講
義
は
、
章
、
節
、
項
に
わ
け
て
進
め
ら
れ
る
の
が
、
常
で
あ
る
。
講
義
内

　
容
の
記
録
は
一
節
が
、
一
頁
に
収
め
得
る
場
合
も
あ
る
。
然
し
一
般
に
は
、
各

　
項
目
一
つ
を
当
て
る
方
が
学
習
が
容
易
に
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
記
録
は
何
年
か

　
後
に
な
っ
て
見
て
も
、
又
第
三
者
が
見
て
も
、
そ
の
内
容
、
流
れ
、
雰
囲
気
が

　
す
ぐ
思
い
出
せ
る
、
想
像
出
来
る
程
度
が
必
要
で
あ
っ
て
、
板
書
の
断
片
雑
記

　
で
は
無
価
値
で
あ
る
。

7
、
文
献
表
は
講
義
目
次
と
共
に
学
年
は
じ
め
に
指
示
さ
れ
る
。
然
し
、
時
に
は
、

　
章
の
は
じ
め
に
追
加
さ
れ
る
。
各
文
献
に
つ
い
て
の
特
徴
、
取
扱
い
上
の
注
意

　
等
も
、
は
じ
め
に
説
明
さ
れ
る
。
指
示
さ
れ
た
交
献
は
、
同
一
の
も
の
相
当
品

　
数
が
図
書
館
に
準
備
さ
れ
る
。
同
時
に
、
最
も
重
要
に
し
て
、
精
読
を
要
す
る

　
も
の
は
、
各
自
所
有
す
る
手
段
を
講
ず
る
。
辞
典
を
除
い
て
、
二
年
制
学
生
に

　
は
三
冊
、
四
年
言
及
大
学
院
の
学
生
に
は
四
冊
以
上
が
要
求
さ
れ
、
講
義
中
に
、

　
文
献
名
、
頁
運
指
適
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
、
が
、
原
則
的
に
は
指
示
さ
れ
な

　
い
。
与
え
ら
れ
た
文
献
に
、
講
義
項
目
が
な
い
場
合
は
、
辞
典
に
計
る
が
妥
当

　
で
あ
る
。
無
分
別
に
文
献
を
あ
き
る
こ
と
は
奨
め
な
い
。
指
示
以
外
の
文
献
に

　
つ
い
て
は
教
授
に
相
談
の
後
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
文
献
の
用
い
方
に
つ

一
五



ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

　
い
て
は
、
学
年
は
じ
め
に
注
意
は
あ
る
が
要
点
の
取
得
、
引
用
文
等
の
表
示
は

　
最
も
正
確
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
そ
の
妥
当
性
、
簡
潔
性
等
は
学

　
習
の
生
命
で
あ
る
の
で
特
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

8
、
私
の
反
応
欄
は
、
私
の
結
論
と
各
章
の
ま
と
め
と
と
も
に
、
こ
の
ノ
ー
ト
組

　
織
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

　
ω
、
反
応
の
第
一
義
的
な
も
の
は
講
義
に
対
す
直
射
反
応
で
あ
る
。
第
二
は
講

　
　
義
項
目
と
交
献
中
に
展
開
さ
れ
て
居
る
同
じ
項
目
に
直
接
関
連
す
る
範
囲
の

　
　
反
応
で
あ
る
。
間
接
関
連
事
項
は
、
改
め
て
取
り
あ
げ
る
も
の
と
し
て
註
記

　
　
す
る
程
度
に
止
め
る
。

　
ω
、
講
義
と
い
う
も
の
は
、
同
一
講
座
で
あ
れ
ば
年
度
が
か
わ
っ
て
も
、
ま
た

　
　
暴
れ
が
基
礎
学
で
あ
る
と
不
変
の
部
分
が
主
体
を
な
す
も
で
あ
る
。
然
し
、

　
　
全
く
同
じ
講
義
は
二
度
来
な
い
。
不
変
の
部
分
の
加
減
、
重
点
の
置
き
方
の

　
　
軽
重
、
表
現
の
差
は
変
っ
て
来
る
。
そ
の
上
に
、
教
授
の
人
間
性
全
体
と
い

　
　
つ
た
多
種
の
要
素
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
、
学
生
と
呼
ぶ
刺
戟
⑧
一
↓
反
応

　
　
㈹
の
過
程
（
勺
同
o
o
Φ
ω
の
）
を
経
て
、
絶
え
ず
成
長
し
発
達
し
て
い
る
対
象
に

　
　
向
っ
て
湧
き
出
て
来
る
生
き
た
も
の
で
あ
る
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
未
だ
曾

　
　
て
味
い
得
な
か
っ
た
珍
し
い
な
ま
の
新
鮮
な
国
冒
ω
什
ー
プ
ρ
目
自
の
刺
戟
で
あ

　
　
る
。
い
わ
ば
、
学
生
に
は
、
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
こ
の
刺
戟
は
、
そ

　
　
の
瞬
間
に
お
け
る
学
生
の
過
去
、
現
在
及
将
来
の
全
体
を
照
し
、
叉
、
彼
等

　
　
の
う
ち
な
る
も
の
を
召
喚
す
る
。
そ
の
照
明
に
反
射
的
に
答
え
る
も
の
と
、

　
　
思
考
作
用
を
経
て
早
う
に
出
て
来
る
も
の
と
が
あ
る
。
そ
の
い
つ
れ
も
、

　
　
こ
こ
で
は
学
生
の
反
応
と
呼
ぶ
。
そ
の
反
応
は
十
人
十
色
で
あ
る
。
然
し

　
　
総
じ
て
、
次
の
よ
う
な
型
で
あ
ら
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
疑
問
、
否
定
、

一
六

　
　
再
評
価
、
肯
定
、
無
知
の
自
覚
、
自
己
認
識
、
感
銘
、
反
省
、
洞
察
、
推
理
、

　
　
想
像
、
空
想
、
好
奇
、
探
索
、
興
味
、
努
力
、
関
連
問
題
の
発
見
確
認
。

　
　
　
以
上
の
如
き
精
神
的
興
奮
状
態
を
経
て
、
学
生
の
う
ち
に
、
次
の
よ
う
な

　
　
精
神
的
要
素
が
具
体
的
に
強
化
さ
れ
た
り
、
全
く
新
し
く
あ
ら
わ
れ
た
り
、

　
　
深
化
さ
れ
た
り
、
均
衡
化
さ
れ
た
り
す
る
。
、
即
ち
、
分
折
、
比
較
、
正
確
、

　
　
綜
合
統
合
、
敏
感
、
洞
察
、
妥
当
、
公
平
、
反
省
、
矯
正
、
理
性
、
情
念
、

　
　
社
会
性
、
人
生
の
意
味
、
表
現
、
記
述
等
。
こ
こ
で
は
、
抽
象
的
、
普
遍
的

　
　
表
現
で
あ
る
が
学
生
各
自
の
反
応
欄
で
は
各
自
の
過
去
の
経
験
の
具
体
各
自

　
　
の
思
考
傾
向
、
思
考
の
量
、
即
ち
深
浅
、
各
自
の
精
神
衛
生
的
要
素
と
い
っ

　
　
た
学
生
の
そ
の
時
の
全
体
が
、
講
義
と
い
う
刺
戟
に
対
し
折
り
返
え
し
て
来

　
　
る
。
こ
れ
が
反
応
の
内
容
で
あ
る
。
直
射
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
思
考
過
程

　
　
を
経
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
が
大
学
に
お
け
る
学
習
で
あ
る
。
従
っ
て
講
義

　
　
も
各
自
の
思
考
作
用
も
、
反
応
作
用
も
、
行
動
も
、
そ
の
学
生
の
人
間
形
成

　
　
の
必
須
的
要
素
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
㈲
、
講
義
と
呼
ぶ
刺
戟
に
出
合
っ
て
、
自
己
の
無
知
で
あ
っ
た
告
白
は
よ
い
と

　
　
し
て
、
感
激
の
余
り
、
講
義
内
容
を
単
に
自
己
の
表
現
で
重
複
し
た
り
、
自

　
　
己
の
経
験
を
日
誌
風
に
叙
事
し
た
り
、
又
は
文
学
的
随
想
的
叙
述
は
こ
の
欄

　
　
に
は
適
し
な
い
。

9
、
私
の
結
論
の
欄
で
は
、
た
と
え
、
講
義
内
容
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
私
の
反

　
応
即
ち
見
解
と
、
出
来
れ
ば
、
文
献
に
新
し
い
見
解
が
あ
り
、
そ
の
見
解
が
肯

定
的
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
加
味
し
た
綜
合
的
な
む
す
び
で
あ
る
。

　
　
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
重
複
す
る
部
分
は
当
然
あ
る
。
簡
潔
に
し
て
明
瞭
な
数

行
で
記
述
す
る
。
結
論
記
述
は
、
確
実
に
自
己
の
も
の
に
す
る
手
段
で
あ
る
。



1
0
、
各
章
の
ま
と
め
と
感
想
、

　
そ
の
章
の
ノ
ー
ト
が
全
部
終
っ
た
時
、
頁
を
改
め
て
、
こ
の
場
合
、
L
R
に
関

　
係
な
く
頁
数
だ
け
打
っ
て
、
二
、
三
頁
位
に
、
自
己
の
文
章
で
、
そ
の
章
全
体

　
の
ま
と
め
を
す
る
。
各
節
程
度
に
分
け
て
扱
う
こ
と
が
便
利
で
あ
り
、
効
果
的

　
で
あ
る
。

　
　
更
に
、
章
全
体
に
対
す
る
感
想
、
疑
問
、
又
は
更
に
進
ん
で
攻
究
せ
ね
ば
な
ら

　
ぬ
と
感
じ
た
事
柄
等
は
未
尾
に
表
示
し
て
置
く
と
後
に
な
っ
て
、
便
利
で
あ
る
。

　
B
、
注
　
　
　
意

1
、
こ
の
ノ
ー
ト
作
成
の
秘
訣
は
、
講
義
の
あ
っ
た
日
か
ら
、
二
、
三
日
中
に
、

　
文
献
を
吟
味
し
、
反
応
欄
に
記
入
す
る
内
容
を
、
頭
の
中
で
整
え
て
し
ま
う
こ

　
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
清
書
す
る
仕
事
は
次
の
講
義
が
あ
る
前
日
迄
に
は
必
ず

　
完
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
亀
歩
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
一
歩

　
の
如
き
も
の
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
、
い
え
ば
根
気
と
精
神
の
集
中
と
努
力

　
と
を
要
す
る
地
味
な
仕
事
で
あ
っ
て
、
よ
く
一
朝
一
夕
に
出
来
る
性
質
の
も
の

　
で
あ
は
な
い
。
学
問
の
基
礎
づ
く
り
の
業
で
あ
る
。
教
室
で
メ
モ
し
た
よ
い
反
・

　
応
の
寄
り
処
の
意
味
が
思
い
出
せ
な
い
と
か
、
文
献
の
意
味
が
漠
然
と
し
た
頃

　
に
な
っ
て
、
こ
の
仕
事
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
到
底
、
学
習
に
に
ら

　
な
い
。
そ
れ
は
学
習
意
欲
と
か
興
味
を
駆
逐
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
上
な
い

　
苦
痛
と
増
悪
を
招
く
結
果
と
な
る
。

2
、
現
在
の
日
本
の
大
学
に
入
学
す
る
に
は
、
極
く
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
入

　
学
試
験
と
い
う
関
所
を
通
過
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
入
学
し
た
も
の

　
は
、
大
学
と
い
う
場
で
展
関
さ
れ
る
学
習
に
適
応
出
来
る
知
能
の
持
ち
主
で
あ

　
る
。
こ
の
前
提
に
立
つ
時
、
こ
の
ノ
ー
ト
作
成
に
要
す
る
時
間
は
、
二
時
間
の

ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

　
講
義
に
対
し
て
二
時
間
を
予
定
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
時
間
を
か

　
け
る
必
要
は
な
い
。
客
観
的
事
情
に
よ
り
、
毎
週
そ
の
二
時
間
を
得
る
こ
と
が

　
出
来
な
い
学
生
は
、
事
前
に
教
授
に
相
談
す
る
か
、
又
は
そ
の
講
座
に
登
録
す

　
る
事
を
断
念
す
べ
き
で
あ
る
。

3
、
こ
の
講
座
を
学
年
中
途
で
、
中
止
し
た
い
と
考
え
た
時
は
、
講
座
担
当
教
授

　
に
相
談
に
出
向
く
こ
と
、
無
断
で
連
続
欠
席
し
な
い
こ
と
。
問
題
を
持
っ
た
学

　
生
の
指
導
は
教
授
の
当
然
の
仕
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

4
、
よ
り
よ
い
単
位
成
績
を
得
る
た
め
に
、
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
実
質
の
な
い

　
ノ
ー
ト
作
成
は
、
　
「
く
た
び
れ
も
う
け
」
に
終
り
、
無
意
味
な
結
果
に
な
る
。

　
こ
の
ノ
ー
ト
は
、
生
長
し
よ
う
と
す
る
自
己
の
た
め
に
作
る
ん
だ
と
い
う
意
識

　
が
必
要
で
あ
る
。

5
、
こ
の
講
座
は
、
教
授
の
指
示
の
な
い
限
り
、
学
年
考
査
と
が
レ
ポ
ー
ト
と
か

　
は
、
原
則
的
に
な
い
。

6
、
ノ
ー
ト
・
ブ
ッ
ク
の
提
出
は
、
第
一
回
は
七
月
十
日
、
返
還
は
九
月
二
十

　
日
。
第
二
回
は
、
翌
年
二
月
十
日
、
返
還
は
三
月
三
十
日
と
す
る
。

7
、
ノ
ー
ト
の
記
録
は
必
ず
ペ
ン
書
き
（
鉛
筆
、
赤
イ
ン
ク
、
青
鉛
筆
は
禁
ず
る
）

　
に
す
る
こ
と
。

8
、
新
し
い
章
は
必
ず
左
の
頁
、
す
な
わ
ち
奇
数
頁
か
ら
は
じ
め
、
各
頁
の
ど
の

　
区
域
に
も
、
後
日
追
記
出
来
る
よ
う
余
日
を
残
す
よ
う
に
工
夫
し
て
、
成
る
べ

　
く
貼
紙
は
さ
け
る
こ
と
。

9
、
こ
の
ノ
ー
ト
組
織
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
、
困
難
を
感
ず
る
時
は
、
納
得
が

　
出
来
、
愉
快
に
学
習
作
業
が
す
す
め
る
よ
う
に
な
る
迄
、
気
軽
な
気
持
で
、
研

　
究
室
に
教
授
な
り
助
手
を
訪
ね
る
こ
と
。

一
七



ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

一
八

四
、
ノ
ー
ト
作
成
の
実
習
と
指
導

1
、
初
講
時
に
、
六
〇
分
の
講
義
を
す
る
。
後
の
六
〇
分
は
一
年
中
の
講
義
の
概

　
略
を
説
明
し
、
目
次
を
示
す
と
同
時
に
、
文
献
表
に
つ
い
て
、
各
著
者
及
著
書

つ
れ
か
が
待
機
し
て
、
学
生
の
た
め
に
開
放
し
て
あ
る
。

　
、
1

五
、
ノ
ー
ト
の
評
価
技
術
と
学
習
結
果
の
比
較
測
定

ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
評
価
は
七
月
と
二
月
の
二
回
、
次
の
評
価
基
準
に
よ
っ
て

の
特
徴
の
説
明
を
す
る
。

行
う
。
評
価
は
原
則
的
に
講
座
の
助
手
と
教
授
と
の
独
立
的
に
出
て
来
た
評
価

更
に
、
　
「
研
究
ノ
ー
ト
作
成
要
諦
と
注
意
」
の
印
刷
物
に
よ
り
、
講
義
内
容

の
具
体
例
に
よ
り
一
応
の
説
明
を
す
る
と
同
時
に
、
初
講
時
の
六
回
分
講
義
に

基
い
て
、
ノ
ー
ト
作
成
を
次
週
迄
の
宿
題
と
し
て
出
す
。

2
、
第
二
講
時
に
、
宿
題
に
依
っ
て
、
ノ
ー
ト
作
成
上
の
質
疑
応
答
、
個
人
指

導
、
具
体
例
に
よ
り
、
作
成
の
実
際
指
導
を
す
る
。

3
、
更
に
、
第
三
講
時
に
、
文
献
使
用
の
具
体
例
に
よ
っ
て
指
導
す
る
。

4
、
文
献
は
、
す
べ
て
の
学
生
に
、
　
二
冊
は
購
入
さ
せ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
冊

は
比
較
的
詳
細
に
亘
っ
て
著
述
さ
れ
た
、
し
か
も
一
般
的
即
ち
、
学
派
に
と
ら

わ
れ
な
い
普
遍
的
に
し
て
、
近
代
的
見
識
の
あ
る
基
礎
的
な
著
書
。
他
の
一
冊

は
、
生
物
、
心
理
、
社
会
、
哲
学
、
科
学
、
宗
教
の
い
つ
れ
か
一
つ
の
立
場
を

賢
持
し
て
著
述
し
た
も
の
の
中
か
ら
撰
択
す
る
。
上
述
の
二
冊
は
精
読
吟
味
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

5
、
他
の
文
献
は
、
数
種
類
の
特
徴
あ
る
も
の
を
各
々
一
五
乃
至
二
〇
冊
宛
、
閲

覧
室
に
準
備
し
、
原
則
と
し
て
館
外
貸
出
は
禁
じ
て
あ
る
。

6
、
研
究
誌
、
そ
の
他
の
参
考
文
献
は
、
講
義
中
に
指
示
し
、
図
書
館
側
の
準
備
、

　
取
り
扱
い
は
、
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。

7
、
ノ
ー
ト
作
成
に
つ
い
て
は
、
七
月
迄
は
、
毎
週
、
講
義
の
は
じ
め
に
、
質
問

に
答
え
る
機
会
を
与
え
て
い
る
。
又
、
研
究
室
は
、
常
時
、
教
授
、
助
手
の
い

　　　　　　　　研究N・t・評価基準（荒井）奢騰調

厳密・正確度世一⊥一昌⊥1一一1一一一1　一一一1一益い

　　講義内容に対する正確さ一；その量一；その詳細一；特にその拠点把
　　　二度一一。
　　Readingに対する実証的及見解の探求度一；講義との関連度一．
　　その要点二方の妥当性一；記述の正確度一；単なる写しか一．
　　講義及Readingの教育学に於ける位置に対する認識度一；その重要度の
　　　扱い方　　．

研究的態度・分析力小1⊥昌1．1．ll．1晶大
　　受入に当り真理追求の真剣度一；研究態度の度　　；批判的態度の度一；
　　　研究的積極度一．
　　問題を分析する能力度一；問題点を看破し，明確にする能力度　　．
　　関連問題の発見とその妥当性　　；諸事実を比較する度　　．
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　　分折された結果の関連性を知覚する度　　；一貫した原理を捌む三一．
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表示
号
．符

／…記録が不足，不正確．

≒…講義内容と相関性が殆どない．

⑭…答えていない．

ノ…講義，：交：献内容の重復にすぎない．

x…実行不可能，証拠が薄弱，普遍性がないかの何れかで

図…不必要なことす．

U…不公平な見方，思想，いい分，

ロ…このスペースにこれだけノートすることは全く無理．

〉…もう少し努力されてはいかが？大学生の仕事でない．

》…もう少し，この点は探索してはどうですかP

△…あなたの思考が不足，能力が発揮きれていない．

？…何のことか，何故この問題がここで展開されるかわか

　らない，又出所が明示してない．

○…独創性があって面白い．

◎…すべて妥当で，適切であって，よい．

⑥…頗るよい，
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．
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二
、
三
年
度
生
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警
学
原
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一
．
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1
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一
1
、
　
1
1
　

1
．
　
r

値
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
二
人
の
間
に
著
し
い
差
異
の
あ
る
場
合
は
再
吟
味
、

叉
は
談
合
す
る
。
一
冊
の
ノ
ー
ト
の
検
閲
、
評
価
に
二
〇
分
乃
至
三
〇
分
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る
。
評
価
作
業
に
際
し
て
、
七
月
に
は
、
出
来

る
だ
け
克
明
に
吟
味
し
、
上
の
表
示
の
如
く
、
符
号
で
チ
エ
ツ
ク
す
る
と
同
時

に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
批
判
を
文
章
で
付
記
す
る
。
こ
の
チ
エ
ク
、
及
び
付
記

文
章
が
各
学
生
の
ノ
ー
ト
作
成
は
勿
論
学
習
の
深
み
濃
度
に
著
し
く
影
響
を
与

え
る
。
又
、
こ
の
評
価
作
業
は
、
実
に
忍
耐
を
要
す
る
仕
事
で
あ
る
。
が
、
又

　
一
面
、
学
習
者
に
つ
い
て
の
よ
い
勉
強
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

代
行
に
も
な
る
。

2
、
大
学
院
の
学
生
を
除
い
て
他
の
学
生
の
場
合
、
七
月
評
価
は
申
し
合
せ
た
よ

う
に
低
位
で
あ
る
が
、
二
月
評
価
時
に
は
、
き
ま
っ
て
上
昇
す
る
。
そ
の
上
昇
率

は
驚
く
べ
き
進
歩
で
あ
る
、
過
去
の
記
録
の
中
か
ら
代
表
的
な
群
を
拾
っ
て
見

る
と
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
数
値
が
示
す
よ
う
に
九
五
六
名
の
受
講
者
が
七

月
に
一
一
％
、
学
年
終
り
迄
に
；
一
％
強
脱
落
す
る
。
そ
の
理
由
は
種
々
あ
ろ

う
が
、
忍
耐
と
能
力
の
不
足
も
そ
の
要
因
の
一
つ
で
な
い
か
と
推
定
出
来
る
。

　
　
　
第
一
表
　
ノ
ー
ト
組
織
の
評
価
結
果
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研
究

義
手



ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

　
　
次
は
七
月
評
価
の
平
均
値
が
四
、
六
三
、
学
年
末
は
七
・
八
一
。
そ
の
差

　
値
が
、
三
・
一
一
、
実
に
六
五
％
の
上
昇
率
を
示
し
て
い
る
。

3
、
次
に
、
一
九
六
〇
学
年
度
の
比
較
実
験
は
一
考
に
価
す
る
の
で
、
こ
こ
に
報

告
す
る
。
実
験
対
象
は
相
愛
女
子
二
年
制
大
学
生
、
A
群
四
三
名
、
B
群
四
四

名
、
共
に
教
育
原
理
講
座
。
A
群
は
、
ノ
ー
ト
組
織
を
採
用
し
、
B
群
は
適
用

　
し
な
い
。
学
年
度
末
に
A
B
両
機
に
同
一
の
筆
記
考
査
を
試
み
た
。
そ
の
結
果

　
は
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
　
ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
A
群
は
、
　
B
群
よ

り
、
七
、
一
点
（
九
、
九
％
）
高
い
。
し
か
も
A
群
の
知
能
的
機
能
は
B
群
の

　
そ
れ
よ
り
も
一
・
三
点
、
　
（
一
・
八
％
）
低
い
。
こ
の
こ
と
は
、
表
現
を
か
え

　
る
な
ら
ば
、
ノ
ー
ト
組
織
を
用
い
て
学
習
を
進
め
る
と
、
知
能
が
少
し
位
低
位

　
で
あ
っ
て
も
、
学
習
の
結
果
は
上
位
に
達
す
る
と
い
え
る
。

　
　
　
第
二
表
　
ノ
ー
ト
使
用
、
不
使
用
群
の
比
較
検
査

A1群

別

　
ノ
ー
ト
を

　
使
用
し
た

　
ノ
ー
ト
を
使

B　
零
し
な
い

毒
査
τ
灘
養
三
講
座
の

　
四
三
　
　
　
　
　
七
一
・
〇

　
四
四
　
　
　
　
　
七
二
・
三

A
と
B
と
の

差備

老

憲纏i　：A、

籍幽人至

雛〔馳
　三三　i低・
　つ’　1い三

教
育
講
座
学
年
末
考

査
平
均
値

　
　
　
八
○
・
七

　
　
　
七
三
二

A
は
B
よ
り
七
・
「

（
九
・
九
％
）
高
い

A
群
の
最
高
九
二

　
　
　
最
低
六
四

B
群
の
最
高
八
六

　
　
　
最
低
二
四

　
学
年
考
査
問
題
は
、
講
義
内
容
に
限
定
し
た
も
の
二
線
、
交
献
に
限
定
し
た

も
の
一
問
、
講
義
と
文
献
と
比
較
す
る
も
の
一
問
、
学
生
の
意
見
、
見
解
を
述

二
〇

　
べ
且
つ
批
判
す
る
も
の
一
問
で
構
成
し
た
。
更
に
、
前
項
で
ふ
れ
た
魚
群
の
知

能
価
を
見
る
た
め
に
大
学
に
お
け
る
哲
学
、
経
済
、
物
理
の
三
講
座
の
平
均
値

　
を
用
い
た
。
こ
の
教
養
講
座
値
と
教
育
原
現
講
座
の
学
年
末
考
査
値
と
の
相
関

　
々
係
を
公
式
璽
1
1
】
遷
一
】
さ
＋
矢
】
謡
1
舞
姫
霊
堂
黛
・
、
一
ζ
悼
に
依
っ
て

　
算
出
し
て
み
た
。
A
群
は
ミ
ー
1
0
．
Q
。
刈
B
群
は
特
1
1
0
．
ゆ
ω
で
あ
っ
た
。
こ
の
数

値
は
極
め
て
高
い
も
の
で
、
正
し
い
関
係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

　
た
。
特
に
B
群
の
考
査
結
果
と
知
能
値
と
の
関
係
は
A
群
よ
り
高
く
正
し
い
。

4
、
更
に
、
第
二
表
で
扱
っ
た
A
群
四
三
名
の
ノ
ー
ト
の
評
価
内
容
を
分
析
す
る

　
と
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
第
三
表
　
ノ
ー
ト
評
価
値
の
分
折

能
　
　
力

評

価

値

．
・
一

2

厳
密
・
正
確

研
究
態
度
分
析

批
判
・
比
較

七
月
一
学
年
末
　
増
一

四
・
旦
八
・
三
三
・
匹

3』

ま
と
め
る
、
綜

合
、
統
合
、
関
連

創
造
、
思
考
、
反

省
一
矯
］
田
一
敏
態
「

整
理
・
発
表

　
平
　
　
均

三
・
八
．
一

七
・
六

三
・
互
八
二

三
・
八

四
・
六

増
の
％

八
八
・
六

一
〇
〇
・
○

；
二
・
四

　
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
L
I
－
－
－
－
．
　
ー
ー
ー
－
．
．
1
一
」
　
；
1
．

　
第
三
表
は
、
ノ
ー
ト
組
織
の
目
的
に
対
す
る
直
接
解
答
で
あ
る
。
　
　
　
一

年
間
の
ノ
ー
ト
組
織
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
学
習
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た

五
種
類
の
精
神
機
能
の
全
体
を
通
じ
て
、
四
三
名
の
学
生
の
平
均
増
大
が
、
な

ま
数
値
で
三
・
七
八
を
示
し
、
七
月
の
第
一
回
の
評
価
値
と
対
比
す
る
と
、
実

5

罪
柚
姻
二
…
覇
齢
並

四
丁
四
一
七
九
・
三
三
・
七
八
□
圏
♂
匠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
、



に
九
一
二
二
％
の
増
大
率
を
示
し
て
い
る
。

　
第
一
回
ノ
ー
ト
提
出
迄
の
ノ
ー
ト
作
成
指
導
は
、
可
な
り
の
準
備
と
根
気
と

愛
情
と
を
必
要
と
す
る
作
業
で
あ
る
。
学
生
諸
君
も
、
大
学
と
い
う
開
放
さ
れ

た
自
由
の
雰
囲
気
の
申
で
、
研
究
ノ
ー
ト
作
成
と
い
う
純
粋
な
る
学
究
作
業
に

直
面
し
た
の
で
、
誰
し
も
一
応
は
迷
い
、
悩
む
の
が
常
で
あ
る
。
あ
る
も
の

は
、
名
状
す
べ
か
ら
ざ
る
意
欲
に
駆
ら
れ
て
、
敢
然
と
こ
の
学
究
入
門
の
仕
事

に
突
入
し
て
行
っ
た
。
吟
味
し
て
診
る
と
彼
の
血
液
の
中
に
ア
カ
デ
ミ
ニ
ズ
ム

が
奥
深
く
潜
在
し
て
お
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
彼
の
全
部
を
あ
げ
て
、
講
義

と
い
う
刺
戟
に
対
し
て
猛
然
と
反
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
あ
る
も
の

は
、
講
義
が
進
む
に
つ
れ
て
、
自
己
の
本
性
、
本
質
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て

来
る
。
大
学
と
い
う
所
は
、
自
由
で
楽
し
い
所
と
聞
き
、
想
像
し
、
期
待
し
て

来
た
の
に
、
ど
の
教
授
の
講
義
を
聴
い
て
も
嫁
迎
が
湧
く
ど
こ
ろ
か
、
サ
ッ
パ

リ
解
ら
な
い
。
研
究
ノ
ー
ト
作
成
な
ど
と
い
う
仕
事
に
は
到
底
た
え
ら
れ
な
い

と
し
て
消
え
去
る
姿
も
あ
る
。
講
義
と
い
う
刺
戟
に
対
し
て
、
消
え
去
る
の
も

反
応
の
一
つ
の
種
類
で
あ
る
と
い
え
る
。
然
し
、
大
部
分
の
学
生
は
、
不
安
と

諦
め
と
意
地
と
依
頼
心
と
夢
想
と
い
っ
た
雑
多
な
要
素
が
混
然
と
雑
居
し
て
い

る
よ
う
な
心
理
状
態
の
う
ち
に
ノ
ー
ト
メ
ー
キ
ン
グ
に
無
我
夢
中
に
な
っ
て
い

る
。　

第
一
回
の
ノ
ー
ト
評
価
は
七
月
に
行
わ
れ
る
。
年
間
講
義
の
約
十
分
の
三
の

分
量
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
講
義
は
九
回
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
ン
ポ
は
頗
る

緩
慢
で
、
常
識
的
で
、
反
覆
で
且
つ
興
味
本
位
で
あ
る
。
こ
の
期
間
の
重
点
は

ノ
ー
ト
作
成
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
に
も
、
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
評
価
値
は
第

三
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
意
外
に
も
き
ま
っ
た
よ
う
に
低
位
で
あ
る
。
女

ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

子
学
生
は
男
子
学
生
に
比
し
て
、
元
来
、
整
理
能
力
は
弱
い
傾
向
を
多
分
に
持

っ
て
い
る
。
組
織
に
も
表
現
に
も
、
決
し
て
、
得
意
だ
と
か
強
い
と
か
は
い
え

な
い
。
特
に
現
段
階
で
は
、
第
三
表
に
用
い
た
花
実
験
者
は
、
語
学
力
、
就
中
、

英
語
に
は
弱
い
。
そ
れ
な
の
に
、
七
月
評
価
で
は
、
現
代
女
子
学
生
が
普
遍
的

に
弱
い
と
云
う
第
五
の
整
理
、
組
織
能
力
が
五
と
い
う
最
高
点
で
、
他
の
能
力

は
四
・
四
以
下
で
あ
る
。
纒
め
る
、
綜
合
、
統
合
、
関
連
々
携
と
い
っ
た
能
力

が
第
三
、
分
析
、
批
判
、
比
較
と
い
っ
た
研
究
主
要
能
力
第
二
に
到
っ
て
は
、

見
る
も
哀
れ
を
覚
ゆ
る
評
価
値
し
か
出
て
来
な
い
。
勿
論
、
こ
の
解
釈
は
四
三

名
全
体
を
一
体
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
三
名
の
中
に

は
、
平
均
で
、
七
・
三
、
七
・
九
、
八
・
二
と
い
う
よ
う
な
血
漿
も
お
っ
た
。
が
、

そ
れ
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
他
の
、
い
ず
れ
の
群
に
も
あ
る
現
象
で
あ
る
。

　
学
年
未
の
ノ
ー
ト
評
価
は
、
十
八
回
分
の
講
義
に
対
す
る
ノ
ー
ト
で
あ
っ

た
。
平
均
値
で
七
・
九
二
、
七
月
評
価
よ
り
三
・
七
八
の
上
昇
で
あ
っ
た
。
著

し
い
進
歩
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
昇
の
跡
を
少
し
吟
味
し
て
見
よ
う
。

七
月
に
上
位
に
あ
っ
た
三
名
を
診
る
と

　
A
、
八
、
二
一
九
、
六
　
上
昇
一
、
四

　
B
、
七
、
九
1
↓
九
、
五
　
　
〃
　
一
、
六

　
C
、
七
、
三
一
九
、
二
　
〃
一
、
九

七
月
に
最
下
位
に
あ
っ
た
三
関
を
診
る
と

　
A
、
　
一
、
六
一
↓
三
、
二
　
上
昇
一
、
六

　
B
、
二
、
○
一
四
、
一
　
〃
　
一
、
九

　
C
、
　
一
、
九
一
↓
四
、
六
　
　
〃
二
、
七

上
昇
率
に
関
し
て
は
、
上
位
者
も
下
位
者
も
殆
ど
同
じ
傾
向
に
あ
る
。
勿
論
、

一
＝



ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

上
位
A
B
等
に
到
っ
て
は
、
天
井
に
近
い
位
置
に
あ
る
。

　
四
三
名
の
群
全
体
を
能
力
系
列
別
に
診
る
と
、
非
常
に
興
味
を
覚
ゆ
る
も
の

が
、
二
、
三
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

1
、
七
月
評
価
値
が
、
最
下
位
に
あ
っ
た
能
力
第
三
が
最
高
に
伸
び
、
最
高
に

　
あ
っ
た
整
理
発
表
の
能
力
第
五
が
最
底
に
止
っ
て
居
る
。

2
、
能
力
第
二
の
分
析
、
比
較
、
批
判
、
研
究
態
度
に
つ
い
て
も
、
著
し
く
伸

　
長
し
た
跡
が
見
え
る
。

3
、
七
月
及
学
年
未
評
価
値
で
、
常
に
パ
ッ
ト
し
な
い
の
は
、
能
力
第
四
の
創

　
造
、
思
考
、
反
省
、
矯
正
、
洞
察
、
妥
当
、
公
平
等
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
個
人
、
群
全
体
、
能
力
系
列
別
に
そ
の
伸
展
傾
向
と
伸
長
度
と

を
み
る
と
、
ノ
ー
ト
の
組
織
が
自
己
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
最
大

の
要
因
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
七
月
評
価
時
に
符
号
に
よ
る
チ
ェ
ク
及

び
文
章
に
よ
る
注
意
、
助
力
、
奨
励
等
も
重
要
な
因
子
だ
と
推
察
出
来
る
ふ
し

が
、
よ
く
現
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
組
織
は

多
分
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
習
の
代
行
が
出
来
て
い
る
と
い
え
る
。
ノ
ー
ト
を
媒
介

者
と
し
て
、
教
授
と
学
生
が
討
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
に
つ
い

で
は
、
ノ
ー
ト
は
既
に
当
時
、
各
自
に
返
還
し
て
了
っ
て
い
る
た
め
、
正
確
な

資
料
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
推
測
に
止
め
る
。

六
、
結
果
と
解
釈

1
、
大
学
に
お
け
る
講
義
を
中
心
に
し
て
、

　
ノ
ー
ト
組
織
に
よ
っ
て
進
め
た
群
と
、
ノ
ー
ト
組
織
に
よ
ら
な
い
群
と
の
学
習

　
を
対
比
す
る
と

二
二

　
　
　
八
○
・
七
対
七
三
・
一
と
な
り
、
そ
の
差
七
二
で
（
九
・
九
％
）
（
七
三
）

　
ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
群
が
判
然
と
そ
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

2
、
ノ
ー
ト
組
織
に
慣
れ
て
来
る
に
従
っ
て
、
学
生
の
学
習
効
果
は
急
速
に
上
昇

　
し
、
こ
の
組
織
が
ね
ら
っ
た
五
種
の
精
神
機
能
の
発
達
伸
長
度
は

　
　
　
四
二
四
対
七
・
九
二
で
、
そ
の
差
三
・
七
八
、
（
九
一
・
三
％
）
（
表
二
）

3
、
五
種
の
精
神
機
能
の
発
達
伸
長
す
る
傾
向
は
次
の
如
き
順
序
で
あ
ら
わ
れ

　
た
9
（
表
三
）

学
の
学
習
原
理
に
適
合
し
て
い
る
。

　
分
に
味
覚
、

　
て
も
、

　
う
に
仕
組
ま
れ
て
居
る
。

5
、
こ
の
組
織
は
、
講
義
担
当
教
授
の
負
担
が
過
重
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
組

　
織
の
最
大
の
敏
陥
で
あ
る
。

6
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
他
の
講
義
及
学
習
が
あ
る
の
で
、
こ
の
組
識
に
よ
る
特

定
講
座
の
み
に
没
頭
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
二
時
間
の
講
義
に
対
し
ノ

　
ー
ト
作
成
の
た
め
に
二
時
間
し
か
得
ら
れ
な
い
の
は
惜
し
い
。
然
し
、
こ
れ
は

　
学
制
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
止
む
を
得
な
い
。
受
講
時
間
の
比
較
的
少
い
大

　
　
e
　
ま
と
め
る
能
力
一
三
一
・
四
％

　
　
口
　
分
焦
す
る
能
力
一
〇
〇
％

　
　
日
　
正
確
に
把
握
す
る
能
力
八
八
・
六
％

　
　
四
　
創
造
す
る
能
力
八
五
％

　
　
㈲
　
整
理
し
発
表
す
る
能
力
六
四
％

4
、
こ
の
ノ
ー
ト
組
織
は
、
学
習
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習
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取
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ら
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